
令和７年 12 月１日 
 
 

各 区 長  様 
 
 
                     三木税務署 

署長 川上 文吾 
 

 
「確定申告のお知らせ」チラシの回覧について（依頼） 

 
 

師走の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
日頃は、税務行政につきまして格別のご理解とご協力を賜り、

厚くお礼申しあげます。 
さて、「令和７年分確定申告のお知らせ」の全戸回覧について、

お忙しいところお手数をおかけしますが、ご協力いただきますよう

お願いいたします。 
 
 

記 
 
 
１ 送 付 物  「令和７年分確定申告のお知らせ」チラシ 
２ 送付部数  貴地区の回覧部数 
３ 連 絡 先  三木税務署 
         三木市末広１丁目９番 10 号 
          担当 和田 
          電話 ８２－０５０１（代表） 

※自動音声でご案内しています。 
２番を選択してください。 

 
 



確定申告が必要な方 

☆ ご自 分のスマホ で確定 

   申告(e-Tax)ができます！ 

   トライしてみてください！ 

ご自分で確定申告ができなかった方 

☆ 確 定 申 告 会 場 の 

 「 み っ き ぃ ホ ー ル 」  

   に お 越 し く だ さ い！ 

【開設期間】  
令和８年２月９日(月)～３月16日(月) 
（午前９時～午後４時）     
 ※土・日・祝日は開設しておりません。 

 ※混雑状況で、早めに受付を終了します。 

 ※個人住民税申告相談を同時開催しています。 

【場  所】 

三木市上の丸町10－30 
みっきぃホール（三木市役所内） 
 ※三木税務署内には相談会場はありません。 

 「みっきぃホール」へ 

       来場の際の注意点 

 確定申告書等作成コーナー 

はこちらです。 

試してみてね。 

 ここからスタート 

詳しくは、確定申告で検索 ▶▶▶ 

回 

覧 

                    

                    

《三木税務署から確定申告のお知らせ》 

◆ 確定申告会場へ行かなくても、スマホとマ 
  イナンバーカードがあれば、いつでも、どこ 
  でも、簡単に確定申告ができます。 

③ 土 地 等 譲 渡 所 得 ・ 贈 与 税 

    は 相 談 日 が 決 ま っ て る 

    の で ご 注 意 く だ さ い ！ ！ 

② 来 場 す る 際 は 必 ず 

     用 意 し て く だ さ い ! ! 

 ○ スマホ 

 ○ マイナンバーカード 

 ○ マイナンバーカードのパスワード 

   （２種類）   

 ◆ パスワードが不明な方は、事前に三木 
   市役所市民課又は吉川支所市民生活課窓口 
   でパスワードの再設定をしてください。 

 ◆ 当会場はマイナンバーカードを利用した 
  スマホ申告を中心に会場を運営します。 

 市民課等の窓口は混雑します。 

マイナンバーカード手続きの 

事前予約はこちらです。 

① Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に よ る オ ン ラ イ ン 

 事 前 予 約 を し て 、 会 場 

 へ お 越 し く だ さ い ! !  

 LINEで国税庁を友だち 

登録してください。 

◆ 今回から事前予約の枠を拡大しましたので、 
 是非、LINEで事前予約してお越しください。 

 ◆ 土地等の譲渡所得や贈与税の相談日 
   ２月16日(月)、17日(火)、18日(水)、19日(木)、20日(金) 
   ３月３日(火)、４日(水)、５日(木)、６日(金)、13日(金)、16日(月)  

    にお越しください。 
 ※混雑緩和のため、LINEによるオンライン事前 
 予約をお勧めします。 





　 各　 区　 長　 　 様

三木市市民生活部環境課

　 課長

　 師走の候、 貴職におかれましては、 ますますご健勝のこと とお喜び

申し上げます。

　 平素は、 地域の環境美化運動の推進につきまして、 格別のご理解と

ご協力をいただき、 厚く お礼申し上げます。

　 さて本年も、 新年をごみのない美しいまちで迎えていただけるよう 、

年末の「 特別収集」 及び「 特別受入れ」 を実施することと しており ま

す。

　 つきましては、 公私何かとご多用のこと とは存じますが、 同封の文

書を自治会内に回覧していただき、 自治会の皆様に周知いただきます

よう 、 よろし く お願いいたします。

　 なお、 年末年始は、 ごみの量が非常に多いため、 収集時間帯が通常

と異なる場合があり ますので、 ご留意願います。

１ 　 特別収集　 　 　 別添文書のとおり

２ 　 特別受入れ（ 家庭ごみの清掃センターへの直接持込み）

　 　 　 １ ２ 月１ ４ 日、 １ ２ 月２ １ 日、 １ ２ 月２ ８ 日の各日曜日

　 　 ア　 午前： ８ 時３ ０ 分～１ １ 時３ ０ 分

　 　 イ　 午後： １ 時～３ 時３ ０ 分

　 ※　 年内の清掃センターへの通常持込みは、 １ ２ 月２ ６ 日（ 金） ま

　 　 でです。 １ ２ 月２ ７ 日（ 土） から１ 月４ 日（ 日） の期間（ １ ２ 月

　 　 ２ ８ 日（ 日） を除く ） は、 清掃センターへ持ち込めません。

　 ( 1)

　 ( 2) 受付時間

受 入 日

記

令和７ 年１ ２ 月１ 日

三 環 第 ２ ５ ７ 号

「 年末年始のごみ収集日等のお知らせ」 の回覧について（ 依頼）

實 井 環 樹

【 お問い合わせ先】

市民生活部環境課（ 担当： 業務係）

TEL： 83-2608 FAX： 83-2695



回 覧



※資源プラスチッ クの特別収集はありません。
１ ２ 月２ ６ 日（ 金） までの通常収集日に出すか、 特別受入日（ １ ２ 月１ ４ 日、 ２ １
日、 ２ ８ 日の各日曜日） に、 直接搬入をお願いします。

空きびん 収集日が「 毎月第１ 回目の土曜」 の地区が該当

あらごみ
収集日が「 毎月第１ 回目の金曜」 の地区が該当

[三木南地区] 広野全域・ 東自由が丘１ 丁目（ ７ ０ １ －１ １ ）

埋立ごみ

収集日が「 毎月第１ 回目の金曜」 の地区が該当

[三木地区]
君が峰・ 芝町・ 平山・ 東紫美ケ丘・ 山手台・ えび
す・ 宿原松が丘

[吉川地区]

稲田・ 金会・ 福吉・ 毘沙門・ 市野瀬・ 東田・ 楠
原・ 豊岡・ 南豊岡・ 緑台・ 米田・ 南水上・ 北水
上・ 奥谷・ 田谷・ 法光寺・ 湯谷・ 西奥・ みなぎ台
中（ ２ 丁目） ・ みなぎ台第５ （ ２ 丁目）

●１ ２ 月３ ０ 日（ 火） の特別収集

可燃ごみ 収集日が「 火曜・ 金曜」 の地区が該当

あらごみ
収集日が「 毎月第１ 回目の木曜」 の地区が該当

[緑が丘地区] 緑が丘東１ 丁目・ ２ 丁目・ ３ 丁目・ ４ 丁目

埋立ごみ

収集日が「 毎月第１ 回目の木曜」 の地区が該当

[三木地区]
大塚・ 大塚県住・ 大手・ 東條町・ 中町・ 丸一・ 下
町・ 前田・ 栄町

[吉川地区]

吉安上・ 吉安下・ 大沢・ 新田・ 上荒川・ 畑枝・ 福
井・ 冨岡・ 前田・ 上中・ 古川・ 大畑・ 実楽・ 鍛治
屋・ 貸潮・ 渡瀬・ 出晴・ 山上・ 長谷・ 上松・ みな
ぎ台北・ みなぎ台東・ みなぎ台南・ 古市・ 有安・
ひばり が丘

令和７ 年度

●１ ２ 月２ ８ 日（ 日） の特別収集

年末特別収集はあり ません。
※特別受入のみ

●１ ２ 月２ ９ 日（ 月） の特別収集

可燃ごみ 収集日が「 月曜・ 木曜」 の地区が該当











（ 公 印 省 略 ） 

三 人 第 １ ７ ０ 号 

令和７年１２月１日 

 

各区長 様 

 

三木市子どもいじめ防止センター 

センター長 平 田 美 香 

 

「子どもいじめ防止センターだより」の回覧について（依頼） 

 

師走の候、貴職にはますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

 日頃は、地域のまちづくり活動の推進について格別のご理解とご協力

を賜り、厚くお礼申しあげます。 

 さて、別添のとおり「子どもいじめ防止センターだより３７号」をお

届けいたします。 

 つきましては、子どもや保護者だけではなく、地域の皆様に子どもの

いじめ防止への理解を深めていただくために、誠に恐縮に存じますが、

貴地区での「子どもいじめ防止センターだより」の回覧をお願い申しあ

げます。 

 

 

記 

 

１ 送 付 物    「子どもいじめ防止センターだより ３７号」 

 

２ お届けの枚数  各地区の回覧枚数 

 

 

【担当課】市民生活部 人権推進課  

子どもいじめ防止センター 

℡：８２－８１１０ （三木市立教育センター内） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

私 の 家 か ら 少 し歩 く と 銀 行 が あり ま す 。そ の 向 こ う に 、も う 一 つ 銀 行 が 見 え

て い ま す 。  

「 街 の 銀 行 」は た く さん の 人 が利 用 し 、た く さ んの 人 の 生 活 を 支 え て い ます 。  

 
 

 
 

そ ん な 大 切 な 銀 行 は 、 実 は 自 分 の 心 の 中 に も あ る の で す 。 そ れ を 「 心 の 銀 行 」

と 言 い ま す 。 「心 の 銀 行 」 は 「 お 金 」 で は な く 「 優 し さ 」 を 貯 金 す る 銀 行 で す 。

自 分 の「 心 の 銀 行 」に「 優 し さ 」の 貯 金 が い っ ぱ い 増 え る と「 優 し い 人 」に なっ

て い き ま す 。  

「 優 し い人 」 っ て どん な 人の こ と を 言 う ので し ょ う 。 私 は 子 ども た ち に こ う

教 え ま し た 。  

 

「 『 優 し い』 と い う 漢 字 は 『 人 (に ん べ ん )』 に 『 憂 い 』 と 書 く  

け れ ど 、 意 味 は 、 憂 い の あ る 人 の 横 に 、 人 が 寄 り 添 う と い う こ と  

な ん だ よ 。 つ ら い な あ 、 悲 し い な あ と 感 じ る こ と を 『 憂 い 』 と い  

う ん だ け ど 、 そ ん な 時 に 『 人 』 が そ ば に き て く れ た ら う れ し い だ ろ 、  

元 気 が 出 る だ ろ 。 こ れ が 『 優 し い 』 と い う こ と な ん だ よ 」  

 

あ な た が 小 さ い時 、 い っ ぱ い 泣 いた で し ょ 。  

そ ん な 時 、お う ち の 人 が そ ば に き て 面 倒 を み て く れ た で しょ 。「よ

し よ し 」と 抱 っ こ し て く れ たで し ょ 。あ なた の そ ばに 寄 り 添 っ て「 優

し さ 」の 貯 金 をし て く れ た お か げで あ な たは 大 きく な っ て き た の で

す 。 学 校 で 嫌 な こ と が あ っ た 時、 友 だ ち が 励 ま し て く れ た で し ょ 。

先 生 が 助 け てく れ た でし ょ 。そ ん な「 優 し さ」が「 心 の 銀 行 」にい

っ ぱ い 貯 金 さ れ て 、 あ な たは 成 長 し て き た ので す 。  

「 心 の 銀 行 」に い っ ぱい 優 し さ の 貯 金 が あ る と 「 優 し い 人 」 に な り  

ま す が 、 それ だ け で は あり ま せ ん 。 これ か ら の 人 生で 苦 し い こ と に  

出 会 っ た 時 、優 し さ の 貯 金 の あ る 人 は 自 分 の 力 で 乗 り 越 え て い き ま す 。  

周 り にし ん ど い 人 が いれ ば 、 自 分 の 貯 金 を分 け て く れ ま す 。  

 

 

 

 三 木 市 子 どもいじめ防 止 センターだ より  

 
令 和 7 年 12 月 発 行  

「心の銀行」にいっぱい優しさの貯金を 

元 小 学 校 教 員  仲 島 正 教  

 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で も 優 し さ の 貯 金 が な い 人 は 、 苦 し い 時 は す ぐ に あ き ら め て

し ま う し 、 周 り の 人 を 助 け てく れ ま せん 。  

それ ど こ ろ か 周 り の人 に ひ ど いこ と を 言 う の で す 。  

友だ ち を い じ め る 人の「 心の 銀 行 」に は 、優 し さ の 貯金 が あ り

ま せ ん 。  

も し か し た ら 借 金 が あ る の か も し れ ま せ ん 。 だ か ら い じ め て

し ま う の で す。  

 

い じ め を な く す に は ど う し た ら い い で し ょう か 。  

も ち ろ ん 道 徳 の 勉 強 も しっ か り し て ほ し いの で す が 、「 心の 銀行 」に い っ ぱ い

優 し さ の 貯金 を す る こ と が い じめ 防 止 に な りま す 。  

ク ラ スの 中 に 、い じ め をす る 友 だ ちが い た ら 、ま ずは 注 意 し て あ げ て く ださ い 。

次 に 優 しく し て あ げ て く だ さい 。  

い じ め を す る 子 に な ん か 優 し く で き な い 、 と 思 う か も し

れ ま せ ん が 、 不 思 議 な こ と に 優 し く す る と い じ め は な く な

っ て い くの で す 。  

大 人 の 皆 さ ん 、 子 ど も た ち を い っ ぱ い 愛 し て あ げ て く だ

さ い 。  

見 守 り 、応 援 し て あ げ て く ださ い 。  

そ ん な 貯金 の あ る 子 は 、 友だ ち を け っ して い じ め た り し ませ ん か ら。  

 

「 街の銀 行」 の 貯金 を無 駄遣い する と 生活 が苦 しくな りま すが、 「 心

の銀行」の貯 金を使うと周り が温かくなりま す。  

「心の銀行」の 貯金に無駄遣 い はないのです。  

使えば使 うほど 優しい人が増え ていくのです。  

使えば使 うほど 笑顔が広がって いくのです。  

i j ime_boshicenter@city .miki . lg.jp  

セ ン タ ー に は 、  

い じ め に 関 す る 本 な ど  

が あ り ま す 。 気 軽 に お  

問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

利 用 し て ね 。  

 

 仲 島  正 教 （なかじま まさのり） 

【プロフィール】 

西 宮 市 で小 学 校 教 師 を 21 年 間 、指 導 主 事 を 5 年 間 務 めた

後 に 48 歳 で退 職 。現 在 は教 育 サポーターとして全 国 各 地 で授

業 づくり・学 級 づくり、人 権 教 育 、子 育 てなどの講 演 を行 う。 

講 演 回 数 は 3500 回 を超 える。 

2016 年 西 宮 市 教 育 功 労 者 表 彰 。著 書 「教 師 力 を磨 く」など 

 

mailto:ijime_boshicenter@city.miki.lg.jp

